
山陰近畿自動車道
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～地域交流・連携の促進と安全・安心の向上に向けて～
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令和5年8月時点

「山陰近畿自動車道」は、鳥取県・兵庫県・京都府を結び、
広域的な道路ネットワークを形成します。

高規格道路のミッシングリンクを補完

　山陰近畿自動車道は、平成６年に地域高規格道路の計画路線として指定された延長
約120kmの道路「鳥取豊岡宮津自動車道」の通称で、鳥取県・兵庫県・京都府の３
府県が連携して整備を推進している高規格道路です。
　高規格道路は、主要な都市や重要な空港・港湾を連絡し、高速自動車国道などと一
体となって広域的なネットワークを構成する道路です。人流・物流の円滑化や地域の
活性化を促進し、災害時には救命・救援活動の柱となり、概ね60km/h以上のサービ
ス速度を提供します。

計 画 概 要
［路線指定］平成６年12月16日
［起 終 点］鳥取県鳥取市～京都府宮津市
［延　　長］約120km（鳥取県内：約26km　兵庫県内：約51km　京都府内：約43km）
［目　　的］�鳥取東部、但馬、京都北部の各地方生活圏を連絡するとともに、山陰自

動車道、鳥取自動車道、北近畿豊岡自動車道及び京都縦貫自動車道と一
体となって、広域的な循環ネットワークを形成し、地域の交流・連携の
促進と安全・安心の向上を図る。

　高規格道路のミッシングリンクとなっている鳥取東部・但馬・京都北部地域。
　山陰近畿自動車道は、日本海側の国土軸の一翼を担い、環日本海地域における、人・モノ・情報の交流
を強化する広域連携ネットワークを形成する道路です。

（国土交通省作成公表資料「全国路線図」に日本海側の主な港を重ね描きしたもの）
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山陰近畿自動車道のストック効果

　山陰海岸ジオパークに沿線ほぼ全域が含まれるこの地域には、年間1,841万人の観光客が訪れています。
空港、港湾との連携を強化する山陰近畿自動車道の整備は、さらに観光拠点のポテンシャルを向上させます。

インフラ施設が建設された後、その本来の機能から発生する直接・間接的な効果をストック効果といいます。
山陰近畿自動車道では、すでに開通した区間で様々な効果が現れ、全線整備、周辺の高速道路の接続によっ
て、さらに大きな効果が期待されています。

鳥取砂丘・いなば温泉郷周辺（649万人）城崎温泉等（620万人）天橋立等（572万人）計1,841万人/年
(出典：R1観光客入込動態調査　等)

山陰海岸ジオパークは日本海形成から現在に至る様々な地形や地質が存在し、それ
らを背景とした生き物や人々の暮らし、文化・歴史に触れることができる地域です。
平成20年12月、「日本ジオパーク」として認定を受け、平成22年10月、ユネスコの
支援により設立された「世界ジオパークネットワーク」に加盟が認定、平成26年９
月及び平成31年2月に加盟再認定がされています。平成27年11月、世界ジオパーク
はユネスコの正式事業となりました。
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観光客の増加
●�H27京都縦貫自動車道が全通し、山陰近畿自動車道の開通済
区間もあわせ、丹
後地域が全国高速
道路網と直結し、
夏には府北部主要
観光地の来場者
数、日帰り観光客
の平均訪問箇所数
が増え、消費額も
増加。

産業の発展
●�鳥取自動車道、山陰道
の開通で県外企業立地
も進んでおり、山陰近
畿自動車道の整備によ
る通勤圏拡大は安定し
た雇用の確保につなが
り、日本海沿岸への更
なる企業の進出を後押
し。
鳥取県内高速道路の整備
により、H26～R5の10年
間で、県外から新たに49
の企業が進出し、約1000
人の雇用を創出。

コンテナ取扱量の増加
●�山陰近畿自動車道をはじめとするインフラ整備で、沿線の主
な港におけるコンテナ取扱量が増加

地域間の交流拡大
●�兵庫県新温泉町、香美町及び鳥取県岩美町の３町で図書館の
相互利用協定を締結。（H27年度）
●�岩美町、香美町民が借りた冊数は、H29.11浜坂道路、R5.3
岩美道路供用により、H27に比べ、約４倍に増加。

※TEU：20フィート
　　　　コンテナ換算
　�コンテナターミナルの

貨物取扱数などを示す
ために使われる、貨物
の容量のおおよそを表
す単位
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【鳥取県内への企業誘致数（累積）】
（出典：鳥取県作成資料）

【京都府北部の主要観光地来場者数の変化】
【開通前】H26.7.21(月)～8.31(日)
【開通後】H27.7.21(火)～8.31(月)

（出典：京都府作成資料）

【加藤文太郎記念図書館における岩美町、香美町民による貸出冊数】
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